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概要 本 研 究 は 新生 児 緑 膿菌 感 染 の 感染源，感染 経 路を 追求す る と と もに ，そ れ 1＝ も と づ 憾 染 防 止 対 策 を 検
討す る こ と を 目的 と し た．

　1）　緑膿菌 の 分 類 に あ た り血 清型別法 （本 間 ） と 抗生 剤感 受 性 試 験 と を 併 用 す る こ と を 試 み ， 特 lc　Strepto−
mycin 感受性試 験 を 併 用す る こ と が 緑 膿菌 の 疫学的調査上 有 用 で あ る こ と を 明 ら か に し た ．

　2）　上 記 検 査 法 を用 い て 検討 し た 結果，感染 の 母 児 相 関 の 可 能性 も 証 明 し得 た が，む し ろ 抗生剤使用 児，未
覦 課 育器 収 容 児 な ど 帳 鞴 在 肪 る い は 医 療 瓢 な ど の 環境材料 が 感染 源 と し て 覈 で 励 ， 対 策 を 立
て る 上 で の 対 象 と な る こ とを 認 め た．
3） 対 策 法 と し て 縦 来 行わ n て きた 汚 染 器 具 の 消毒 の 灘 の ほ か ，感 染児 の 融 匡が 特 に 輾 で あ る 。 と を

認 め た，母 児 同室制 は こ の 点 か ら 意義が あ る と思 わ れ る、　　　　　　　 「

4） 保育器 の 湿 度計 附 近 は 高温多湿 で ・ れ カ・殺菌灯 照 射 を ＋ 分 う け な い よ う な と き v・ 謙 膿菌 が 検出 さ れ や
す く，照 射 に よ る 殺菌効果 が 期待 され な い の で 他 の 消毒 法 と の 併 用 が 望 ま し い こ とを確 認 し た ．

　　　　　　　　　 緒　　言

　近時，新生児 ・未熟児に お け る感染症で は グ ラ

ム 陰性桿菌 ，なか で も本来弱毒菌 で あ る緑膿菌に

よ る もの の 比率が多 く， しば しば治療が 嗣難に な

りや す い 傾向が現わ れ て きた ．

　そ の 理 由と し て は 特に新生児 ・未熟児に お い て

は一一
般 に 感染防禦機構がな お未熟で あ り ， また新

生児期に 多 く行われ る 治療ある い は 処 置に よ つ て

は 感染症に 対す る全身の抵抗力を減弱さ せ る もの

が少 な くな い な ど の 因了が 考え られ る ，．一・方 ， 院

内に お け る健康新生児や未熟児は ，新生児室あ る

い は 未熟児室 とい う閉鎖 され た 環境内に 収容 さ

れ ， 集団的に管理 さ れ る の が 常で ある か ら，一．・
た

び あ る 児に 感染症が発生 す る と，集 団的に こ れ が

多発する 危険性が あ D ， い わ ゆ る院内感染に ま で

発展する 可能性を もつ て い る ．

　著者他は こ の 緑膿菌 に よ る新生児 の 汚染 ・感染

を重視 し ， そ の 難治性 と院内感染を発生 し やす い

特質の 両面か らその疫学的検索を試み 新生児ある

い は 分娩時に お け る母体腟内の 緑膿菌陽性率，な

らび に 環境 に あ る 医療器具 な ど か らの 菌検出状況

に つ い て ，す で に度 々 報告 して きたが ，今回 は さ

らに 緑膿菌が ，母休 ， 環境材料 な どの 間 を相互 に

い か に 移行 し て い る か を検索 した が ， そ の 実施に

あた つ て ， 緑膿菌 の こ れ ま で の 型別分類を さ らに

細分類す る 必要性 が あ る こ と を認 め た ．そ こ で 従

来 の 血 清型 別 に 加 え て 抗生剤感受性試験 を 同時 に

併用 して 疫学的検索を進 め る こ と に よ つ て 新知見
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を得 ，さ ら に こ れ に ょつ て きめ 細か い 検索を 行 つ

た結果 ，院内に お け る緑膿 菌の 感染防止対 策に つ

い て も倹討 し得た の で ，そ の 成 績を こ こ に報告ゴ
1

る ．

　　　　　　 検索対象 と実験方法

　 1 ．検索対象

　検索対 象は 昭和 46年 3 月 よ り同48年 2 月 まで の

間に 順天堂大学 附属病院産科 に収容 された 産婦お

よ び新生児で ，同時に それ らの 周囲 に お け る保育

器 ，医 療器 見 室内な どの 環境材釉 こ つ い て も菌

検索を行 つ た ．な お
一
部は当教室関遮病院 の 症例

も用 い た ．

　 H ．実験方法

　D 緑膿菌の 検索 ： 糞便 ， 鼻咽腔 ，結且莫・ 外．u：

道，口 腔 ，皮膚，臍断端 ，腟な どか ら被検材料 を

滅菌綿棒で 採取 し ，こ れ を NAC 寒天 へ 塗抹培養

した ．環境材料 か ら滅菌綿棒で 採取 し た材料は ハ

ー 1・イ ン フ ユ
ー逃 T ン ノ イ ヨ γ で 増菌した後 NA

c 寒火 へ 塗抹培養 した ．

　2） 血清型別 ：予 め菌体 よ り凝集源を作成 し ，

木間教授 よ り分与され た 1 ， 2 …13 ，
FT1 の 14種

二
「
）因子 if［L清を月ヨL、

−C型 t71」を 彳J
’
つ
’k・二．

　 3） 抗牛剤感受性 ： 最小発育阻 ［L濃度

　 （MIC ；fsgfm1） の 測定は 口本化学療法学会

標準法 に よ つ た ．便用 した 抗生剤は Colistin（CL ），

Polyrnyxin　B（PL −B），
　Gentamicin（GM ），　

Dideoxy −

kanamycin （DKB ），
　 Tobramycin （TOB ），　Strepto−

mycin （SM ），
　 Kanamycin （KM ），　 Carbenicillin

（CB −PC ），　 Sulbenicillin（SB −PC ）で あつ た ・また

個 々 の 症例 に つ い て は ， 菌 の 発育阻止 円 か ら判定

す る 昭和デ ィ ス ク 1 濃度法 に よ る 簡易法を 用 い

た ．

　　　　　　　　　成　　績

　 A ．疫学的検索 の 基礎実験成紅

　 1 、」鉛清型別

　 ま ず 当院産科病棟か ら分離 された緑膿菌 の ∬IL清

型頻 度を知る ］1的 で 新生 児糞便 か らの 分離株 31株

な らび に 環境材料か らの 分 離株 55株計 86株を用 い

た ．前老 は 昭和46年 3 月
〜

同 48年 2 月に 彳J
：
わ 取 ，

生後 7 日ま で に 2 回培養 し 工 回 で も緑膿菌陽性で

あ つ た もの ， お よ び 同
一

児で そ の 2 回 と も陽性例

で は ，そ の 初回 に 採取 され た材料 で あ る ．また 後

者は昭和46年 4 月，11月お よ び同47年 7 月，11月

に 行わ れ た ．

　そ の 結果 ，血清型別が ”∫能で あ っ た 株は 86株中

76株88 ．4％で あ り，86株 の 内訳 は 5 型34株40．O

％ ， 8 型25株29 ．1％で ，5 型 ，8 型が全体 の 69 ．1

％を し め た ． ま た 7 ，9 型 は それ ぞれ 4 株 4 ．7

％ ， 1 ， 3 ， i2型 そ れぞれ 2 株 2．3％ ， 10， 13

型 ，FT1 それぞれ 1株 1 ．2％で ，型別不 能株 （N

T ，以下 同様 に 略）は 7 株 8．1％，そ の 他 2 つ

以上 の 1虹清 に 凝集 した も の は 3 株 3．5％ で あ

i〕 ， 2 ， 4 ， 6
，

11型 は 1 株も検出 さ れ な か つ

た ．

　 ll．抗生 剤感受性

　前述 の 血 清型頻度が示す よ うに ，同
…施設内で

5 型 ， 8型株な ど血 清型別 に み て ある 株が集中 し

て 多数分離され「た こ と は ，それ らの 株が施設内の

流行株で あ り，こ れを保有する 児が多数発見 され

た こ とは 院内感染が存在する Fi∫能性が 濃厚 で ある

と推定 され る ．し か し血 清型別 だけで は 感染経路

の 追求が しば しば困難 とな る ．そ こ で 緑膿菌 の各

種抗生剤 に 対す る感受性 の差異 を追求 し ， 血 清型

別 と の 併用価値を検討 し た ．

　新生児を 中心 と して分離 した 緑膿菌53株，す な

わ ち 新生 児か ら28株，流 しか ら10株 ，保育器 か ら

6 株，そ の 他 の 環境材料 か ら 9 株に 対する各種抗

生剤の抗菌 ス ペ ク トル は 表 1の よ うで ，特lc　SM

で は 12．5μg！m1 と 400μ91ml 以上 8　｝
・
こ ピ ーク の あ

る 二 峰性を示 した ．

　 皿．∫師青型別 に み た MIC

　前述 の 53株中比較的株数 が 多 く得 られ た 1 ，

5 ， 7 ， 8 ， 9 型に つ い て ∫価青型別 と抗生 剤感受

性 と の 関係を 検討す る と表 2 の よ うに ，同 じ ［血清

型 を示 す株で も，CL
，
　SM

，
　KM

，
　 CB −PG

，　 SB ．PC

な ど 、そ れ ぞれ の 抗生剤 に 対する感受性に ば らつ

ぎが あ り， こ と に SM に お い て著 明で あつ た ．従

つ て 血 清型別に 抗生剤感受性試験 ，特に SM 感受

性試験 を併用する こ とに よつ て 同
一

株 の細分類が

叮能で あ る こ とが 明 らか に された ．
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表 1　 緑 膿菌 の 各 種 抗 生 剤 感 受 性 （53株）

＼ 　齦 性

　　
＼

x
＼

抗生 剤　　＼ 、　〈 0，19
　 　 　 　 　 ＼

　 　 CL　 　 　 　 　 　 　 　 l

M 工C （μ9！mI ）

0．19　0．39　0。78　　1．56　3．13　6．25　12．5　　25　　　50　　　100　　200　　400　＞400

PL −BGMDKBTOBSMKMCB

．PCSB
−PC

3　　 11　　 29　　　9

2 26　 　 194 　　　 2

2 7　 　 32　　 12

2　　 2上　　 30
2　 　　 3　 　 24　 　 2411

　 　 8　　 14　 　　 8 3　　　4　　 14

2 1　　　　9　　　17　　　19　　　　2　　　　1　　　　2

12　　 37　　　 1　　　 1　　　 2

4　　 32　　 10　　　5 2

表 2　 緑 膿 菌 の 血 清 型 とMIC

1 型　 5 株　…

型514 株

7 型　 7 株

8型 　 13株

　 9 型　 7 株
！

L　　　 ＿−L．

MIC 抗　　生 　　 剤

（Ptg！ml ） CLP 五一B

〜12．5 3 5

25〜 100 2 0

200〜 0 0

〜工2 ．5 1 14
25〜 10013 0

200〜 0 0

〜12，5 2 7

25〜 100 5 0
200〜 o 0

．　　　一．
〜12．5 5 13

25〜 100 8 0
200〜 0 0

〜12．5 1 7

25〜 100 6 o

200〜 0 0

・ M 「・ 長BT … 　 M ・ M ・B −・Cl ・B・PC

　 B ．臨床成績

　前述 の 基礎実験成績 よ り血清型別 と抗生剤感受

性試験 とを利用 した感染経路 の 追求に よ つ て産科

環境内で の 緑膿菌 の移行，定着を疫学的に検索 し

感染防止 対策 の 前後を 比較 し て そ の 効果を判定 し

た ．

　 1 ．産科環境内に お け る緑膿菌 の 移行 と定着

　 1） 母
・児間の移行

　腟ある い は 糞便に緑膿菌を保有 して い る産 婦か

500400

1

7・

00

ら
0001

700

5004

凸

00

1

70DnjOO

1

7・

OO

500

」
4001

7001300

一

700

1 ・ 0 0 o
0 3 5 5
5 2 0 0

2 0 0 2

1 13 13 12
H 1 1 0

5 1 0 D

2 5 7 7

0 正 0 0
．

6 0 1 〔）

5 12 12 13

2 1 0 O

7 0 0 0
0 7 7 71

「 0 0 0
　　　． o

」

ら娩出 した 児に つ い て 緑膿菌検索を行い ，菌陽性

を示 した児に つ い て 血 清型別に よ り母 児相関を追

求 した 成績は 表 3 の よ うで あ る ．腟 に緑膿菌 を保

有 して い る 母体 よ り娩出 した 児に は 同
一

血清型 の

緑膿菌が 出現する傾 向が あつ た ．

　血 清型別 と抗生剤感受性 と を 用 い て 母 児問 に 相

関を証明 し得た症例 は表 4 の よ うで ある 。す なわ

ち患児は 妊娠10 ヵ 月前期破水 ，帝王 切開娩出児で

あ り，外耳道 ， 結膜，口腔 ，臍断端 ， 鼻咽腔 ，糞
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表 3　 母 児 問 の 血 清型 別 相 互 関 係

体母

腟

附

廻

例 ．［ 憂
・）（

TN55

12

一
3一
43567

一
89

（
一

）

、．星一

≦±！．、
　 5

NT ：

15

（一→

8
’一

鼻咽腔．糞便
　 　 一．1

（一）1
　 NTll　　　 　　　　
1　 5

　（
一

）

　 3

　（
一

）

8
冖
’

5

　　 新　生 　児

　 　 　 　 　 　 　

　　　　結 膜 i臍 断端
1
外耳道

　 3 ト（
一

）1．（：一〜−1−．9： ）−
1
−

　（一） 1 （一）1＿ ＿．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 b 　 （一≧一　 　 ・

　 5

8

（一）

5
− 一

　 3　　  　 −
1
．

　121 （一）

8　　  

5 〔
一

）

（
一

）

（一）

．（
一

）

 

5

2

ゆ

ー

（

（
一
）

（5） 151 （
一

）

注，Ol・x 感染症 例

便 よ り1血清 型別 8 型， SM 感受性 の 緑膿菌が検出

され た ．ま た 同時に行 つ たそ の 患児 の 母体 ， 環境

材料な らび に 他児 の 検索で は 19検体 に 緑儂菌が検

出され ，こ れ は 5 型 ，12検体 ，8 型 ，7 検体で あ

つ た ．こ の うち 8 型 を示 した 全株 ， すな わ ち 母体

3 検体 ， 環境材料 3 検体 ，他児 1 検体 に つ い て さ

ら に 抗生 剤感受性試験 を施行 した と こ ろ ，母体巾

来の株 で は 患児と同様 SM 感受性株で あつ た 。 二

れ は 母 体か ら児に 緑膿菌が移行 し た こ とを証明 し

て い る． な お こ れ ら 8 型株に 対 して 同時に CI・，

GM
，
　 PL −B

，
　 CB ・PC の 感受性試験を施行 し た が ，

こ れ ら の 8 型株もすべ て ほ ぼ同 じ感受性 パ タ
ー

ン
tt

を示 した ．

　 2） 環境材料
・新生児間 の 移行

　 血清型別 と抗生剤感受性試験を用 い て環境材料

と新生児 との 密接な関係 を説明 し得た症例は表 O

表 4　 π比清 型 別 ・抗 生 剤 感 受 性 併 用 に よ る

　 　　 母 ・児 間 検 索 例

A ，患 児成 績

検 査 部 位

…
道

膜

丑
…
外

蘊
口 腔

臍　断 　端

鼻 　咽 　腔

糞 便

血

清

型

別

QQ

一
〇
〇

8

抗生 剤 感 受 性

CL，
GM ，

PL−B
卅

　 　 　 卅88．−
i 卅

8 再
一．．

CB −PC

十・

十一
十

十，十ト

十，升

十，H

sM
　 　 　 　

廿，刑

tt…．一一一1
冊一
冊

判
一，卅

柵

日 産 婦 誌 28 巻 4 旨

B ．環 境 材 料 ・母 体 ・他 児 成績

検 査 部 位

母 　体　腱

母 体 頚 管

母 体 糞 便

　 iiR
　 清

　 型．
　 別

　8

．一．墨

抗 生 剤感受 性

調 乳 室流 し

分娩 室 流 し

準 備 室 流 し

他 児 糞 使

一
て兀

．

　GM
，

　 PL ．B
　 卅

［一

卅…
冊

sM

一一9L」

…±，并 ］±・帯

　　　　
・
出 世十，朴

　　 　　　 親
・

qQ8

．
8

i 冊

8

冊

卅

十汗

十 ，幵

　 十

十 ，什

　 十

幵，

1 什，

・
冊

Tt
−
1

注，各検 体 と も 平 板 F の 集 落 2 個 を 選 ん で 検査

　 　 1’た ．

の よ う で ある ，す な わ ち 患児は 前期破水 ，早産 の

新牛児で 保育器 に 収容 され ， 検査 の た び ご とに 糞

風 鼻咽腔 」二 り緑膿菌が検Fllされ て い た ．そ の 感

染経路を追求す る 目的で ，同
一一

時期 に 環境材料を

検索 した と こ ろ ，22検体に緑膿菌が検出され，血

清型別で は 1 ，315 、 8 ，12型で ，そ の う ち約

］13の 7 検体が児 と 同型 の 5 型 で あ つ た ．そ こ

で ：釦 うに 抗生剤感受性試験を併 せ て 施行 した 結

炎 5　 血 清 型 別 ・抗 生 斉IJ感 受 性併 用 に よ る

　　　 環 境材 料 ・新 生 児 間検索例

A ，患 児 成績

検 査 部位

鼻　 咽 　 腔

糞　　 　 便

血1清
：

抗 生 剤 感 受 性

型 ・．・恥 鯉 CB 矧 ・M
一

至．
冊
　

＋

51 　冊 　　 十

B ，環境 材 料 戒 績

　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 血 清

　倹 査 部 位二

抗 生 斉1」感受 性

瞞 器湿度訐湿探B1
．

保育器 湿 度 言十乾 球 5

保育器湿度計 の 水 　5

　分 娩 察 丞一一．−i−．5一
　 手 袋 す て 　 　5

1型 ・1・… M 階 C

　 　 　 ll｝　 　 十

SM

準 備 室 流 し

準．備 室 床

5T

冊 　．・　　　 ．一．．．＝
冊

卅

耜
・

＋

±
±
＋

十，十ト

十

一　1
桝

』

三コ

卅

帯

注，各検体 と も平板 上 の 集落 5 個 を 選 ん で 検 査

　 　 し た．
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果 ，CL
，　GM ，　CB −PC で は 採取部位が異 な つ て い

て も同 じ感受性 パ タ
ー

ソ を示 した の に 対 して ， S

M で は 児を収容 し て い る 保育器 と手袋すて に は児

と同様 の SM 耐性を ，ま た 流 し，床か らの 分離株

で は SM 感受性を 認め ，児 と保育器 ， 手袋す て と

の 間に 密接 な移行が証 明 さ れ た ．

　 3） 児に お ける定着

　 著者他は 流 し ，床，医療器具な ど の 環鐘材料 の

同
一一

部位に つ い て ，緑膿菌の ⊥匠清型を時期 を お つ

て 追求す る と，同
一

部位 で 同型が継続 して 検出さ

れ る場合 と，型が変化す る場 合 とが ある こ とをす

で に報告 し た 。

　 今回 ば 血 清型別 と SM 感受性試験 とを 併用 し

て ，児に お ける緑膿菌 の 定着に つ い て 追跡 した ．

その成績は表 6 の よ うで あ る ，す なわ ち緑膿菌陽

性児 の 各部位 か ら 長期 に わ た つ て 菌を培養 する

と ， 外耳道，結膜，口 腔 ，臍断端 ， 鼻咽腔 で は 比

較的早期に 菌が 消失す るが糞便で は生後 2 ヵ 月で

も培養陽性で あつ た ．こ れ ら検出株を さ らに 血 清

型別 と抗生剤感受性試験 とで 追跡す る と，表 6 の

第 ユ例 の 鼻咽腔 と第 2 例 で は ひ き つ づ き同
一

血 清

型 を示 す株 の 出現が み られた ．し か し第 1 例 の 糞

便で は 生後 30日で 5 型が 9 型に ， さ らに SM 耐性

か ら感受性 へ と移行し た ．こ れ は 菌が変異 した の

で は な く菌が 交代 した こ とを
一
卜分示唆 し て い る．

な お こ の 検索例 は 1 検体に つ ぎ同
一

平板上 の 集落

5 個を選ん で 血清型別 ， 抗生剤感受性試験を施行

した もの で ある ．また全検 出株の CI・
，
GM

，
CB ・PC

の 感受性を検討 した が い ずれ も同一感受性 パ タ ー

ン を示 した ．以上 の こ とか ら，同一検 査部位で あ

つ て も菌が交代す る こ と もあ る の で ，新生 児，環

境材料 の い ずれ に お い て も感染経路の 追求に あた

つ て は 同
一時期に検索 する必要が ある こ とを 明 ら

か に した ．

　 ll．新生児の感染防止対策とそ の 効果

　 1） 防止対策

　感染防止対策と して は ， i）感染児 に 用 い た 医

療器具を使 い す て に す る か ，ii）使 いすて 不 能器

具 は使用後消毒を厳重 に する こ と の ほ か ，iii） 感

染児を隔離す べ きで ある が ， 今回 は 特に 隔離 の 効

久 保 田

表 6　新 生 児 に お け る緑 膿 菌 の 定着

　第 1 例 高○ の 児 　♀2，620g

誘 尊聳数
　部位　　

＼
＼

347

鼻　咽 　腔

糞 便

2 〜14161830

5！R 陰 性 陰 性 1陰 性
　 　 　 　 　 I　　　　　 I

51RI5 ／R 　5／Rigfs

、1
−−
1

陰 性

9！S

第 2 例 　出 ○ の 児 　♀2，870g

検査 部 位

生 　 後 　 日　 数

外耳 道

結　膜

n 　 腔

臍 断端

鼻 咽 腔

糞　便

91216183 引 65

81s　 8！s　 　 　 　 　 陰 性　　　　　　　　 陰「生 1陰性　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 陰性

81s81s81s8

！S8

／S

8！S

陰性

8！S81s81S

81s 陰 性

陰性　 　 陰性

81s8

！S81s

8 ／S8

！S81s

陰性

陰性

陰性

陰性

81s

注 ， 表 中 の 記号 は 血 清型別1SM 感受 性，
　 　R ： SMi 性，　 S ： SM 感 受 性 を 示 す ．

果 に つ い て 検討 した ．

　 a ） まず感染児を隔離しな い場合 ，b ）新生児

室 の 隅 に つ い 立 て を立 て て 他の児 と区別 し ， そ こ

を出入 りす る際手洗 い ，ガ ウ ン テ ク ニ
ッ ク な どを

厳重 に した場合 ，
c ）感染児を完全 に独立 し て別

の 部屋に 隔離 した場合 の 3 つ の 異な る状況に お い

て ， 汚染 ・感染拡大 の 様式 に差異が ある か な い か

を血清型別 と抗生剤感受性試験 とを用 い て 観察 し

た ．

　 a ）感染児を隔離 しな い 場合

　表 7−a の よ うに ， A 児は RDS の 児で 保育器 に

収容され ， 緑膿菌が糞便を は じめ と し て鼻咽腔 ，

P 腔 ， 皮膚 ，結膜か ら検査 の た び ご とに証明 され

た ，こ の 感染児を含め ， そ の 周 囲 に は 5 ， 7 ，

8 ， 9 型の 種々 の 型が ば らば らに 出現 し て お り全

体 と し て は 8 型が 最 も多か つ た ．

　 b ）感染児を 同室 ，隔離 した 場合

　表 7−b の よ うに ， 1児は前期破水 ，早産未熟児

で 保育器に 収容され て い た が ，生後 2 日で 緑膿菌

が鼻咽腔 ， 糞便に 証明され た ．こ の 児を隔離 した

と こ ろ ，隔離 内で は 児 ，保育器 と も5 型 ， 隔離外

で は 1 ，3
，
5

， 8 ，
12型 ，NT と多様で あ り，5

型が隔離内外ともに 倹出され た ．隔離内 5 型 と隔
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表 7 　隔離 の 効果

a ） ）b ）C
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．
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調

記
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モ

手

型 別 1感 受 性
．
［

汚 　　物　 　入

水 道 管 外 表

離外 5 型 と の 関係を知 る た め ，さ らに SM 感受性

を検討 し た と こ ろ，隔離内で は すべ て 耐性 ，隔離

外 で は 手袋すて を の ぞ い てす べ て感受性で あ り ，

こ れ らの ちが い か ら相互移行は認め 難 い と結
．
論さ

れ た ．

　 c ）感染児を嫻室 ， 隔離 と した 場合

　表 7−c の よ うに ，G 児は膿痂疹 の た め某病院 に．

転送され て きた 児で ，こ の 児の た め に
一
部屋 をあ

て が い 隔離した と こ ろ ，隔離内の 児お よ び そ の 周

辺 か らは 7 型 の み が検 出され ，隔離外で は 5 型で

あ り，相互移行は全 くみ とめ られな か つ た ．

　 こ の よ うに 血 清型別 ，抗生剤感受性試験を併用

した 結果 ， 児を隔離 す る こ とに よ り，相互移行

が ， 減少な い し は 消失す る こ とが認め られ ，当然

なが ら隔離操作が感染防止上 きわ め て 重要 な こ と

　 8
　 8NT

．　 冖　　II
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門
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b
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0

　

5

便

し

器

器

　
ロ
な

糞

浙

　

室

生

引

児

娩

H

分

蘇

吸

1 注，SM （R ）
− SM 耐性

　 　 SM （S ）
一一一SM 感 受 性

　 　 　 1・8− 　 1司一検 体 で 集落 に よ

　 　 　 　 　 　つ て 型 別 が 異 な る

　　 （5 ・8）− i っ の 集落 よ り得

　 　 　 　 　 　 た 抗 原 が 2 つ の 血

　 　 　 　 　 　 清 に 凝 集

が客観的 に 証明 され た ．

　2） 感染防止 対策の 効果

　生後第 1 日 か ら生後 7 日 ま で の 問 に 糞便を 2 回

培養 し，一・・度 で も緑膿菌が検出 さ れ た もの を陽性

児 と し ， 感染防止 対策を行つ た前後 に無作為に 新

生児 の 陽性率，環境材料汚染状況を比較 して 対策

の 効果を検討 した ．

　 三）新生 児 の 緑膿菌
．
陽性率

　対策前に 比 べ 対策後で は ， 陽性率が表 8 の よ う

に 31．5％か ら lL1 ％ に 減少 し ， 各季節別 に は 夏季

に 多 い 傾 向が 残つ て は い る が ， 各季節 とも著明に

陽性率が低 ドし，対策 の 効果が認め られ た ，

　 ii）環境材料 の 汚 染状況

　流 し ， 床 な どの 医療器呉 以外 の もの か らの 検出

率は ，表 9 の よ うに 対策前後 に ほ と ん ど差は み ら
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表 8　 新生児 糞便 か ら の 季節 別 緑膿菌

　　 検 出状況

表 9　 対策前
・
後 の 緑膿菌検出状況

　　 対 　　策　　前

（昭 和46年 3 月〜同 47年 2 月 ）

春 夏　　　　 秋

　　 　 34．2S°

冬

21．8％　　　　44．4％ 20．0％

対策前 対策後

保　　育　　器

気 道 吸 引 器

　 喉　　頭　　鏡
1−．．．tT ．” rmm．m − t
　 酸 素 マ ス ク

ミ　　　 ル 　　　　ク

平 均 31．5％，被 検 児 89

そ の うち 陽性児28

春

哺　 乳 　 ビ 　 ン

　　 対 　　策 　　後

（昭 和 47年 3 月 〜同48年 2 月 ）

夏 秋 冬

… ％ 「15・・9・ ・．7％ 11．・％

平 均 1⊥．1％ ， 被 検 児 81

そ の うち 陽性児 9

れな か つ たが ，医療器具で は保育器を の ぞ き ，対

策の効果が 明 らか に 認め られた ．

　 C ．保育器 用殺菌灯 の 効果 に 関す る実験 とそ の

成績

　前述 した対策に よつ て 新生 児の糞便中緑膿菌陽

性率，医療器 具 の 汚染頻度は 明 ら か に 低下 した

が ，保育器か ら の 陽性率は こ の 2 年間を通 じて か

な りの 高率で 26 ，7％ で あ つ た ．また す で に 著者他

が報告 した よ うに ，保育器収容児 の 緑膿菌陽性率

は 57 ．0％で 非収容児の 32．5％に対 し て 明 らか に 高

率で あ る ．こ の 2 点を 重視 して 保育器殺菌灯の 効

乳 首

オ 　 　 　 ム　 　 　 ツ

床

壁

流 し

沐　　浴 　　槽

蓄　尿　 ビ　 ン

モ 　　　　ツ　　　　プ

手 　 袋 　 す 　 て

ピ デ

便 器 洗 滌 器

1×54

／4112011001200

／2001200112

皿一串11e
　 51138110213617313

一々
121
　
1112

汚　 物　 入 1！4

1〆5O

！40

！2Of100

！20012001200

！107f173

！811

！143153

／6314O

！2012112113

注，緑 膿菌 陽 性数！検 数

果を検討 した ，

　新生児保育器 の 湿度計か ら分離 した 5 型株を ，

まず ト リ プ ト ソ イ ブ イ ：1 ン に 37℃ ， 18時閲培養 し

lO2， 104，　 loe倍に 希釈 した ．実験 A で は 希釈系列

各 O．1ml を普通寒天 1・a 直接塗沫 し ， 殺菌灯との

距離を 20cmと し て所定時間照射後，再び 37℃ ，18

時間培養した ，また実験 B で は各希釈系列 IC　2　cm

× 6c 皿 の ガ ーゼ を浸 し て か ら空 の 平板 の 上に お き

図 1　 緑膿菌 に 対す る殺菌灯照射 の 影 響

原 　 　　 液 Io2 ［04 106稀釈倍 数

照 射 時聞

A B A B B A
照 射 対照 照 射 対照 照射 対照 照射 対照 照射 対 照 照 射 対 照 照射 対照

30　分

曾鬱 鬱   ○ 參 龠鬱 ○ 鬱 曾  0 禽O 曾
1時間

．0
｛ll

鬱 鬱 鬱 ○     鬱 ○ 鯵 ○   ○ 禽○ 留
9時 間 ○ 鬱 鬱 鬱 ○ 鬱     ○ 鬱 ○ ○ ○ 鵞○ ○

注，図 中の 円 形 は 培 養平 板 を示 し，そ の 中の 点 は 集 落，斜線 の 部 分 は 隔 合 し た 集落 を 示 す．
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殺菌灯 との 距 離を 20（rm と し て所定時間照射を した

後 ， 2ml ク）生食で洗 い ， そ の 0，lml を普通寒大

に 塗沫 し ，37℃ ，18時聞培養 した ．な お A ，B と

もに 各希釈系列別に 照射を除 き同
一

条件 で所定時

間室内に 放置 した 後 に 37℃ ，18時間培養し た も の

を対象 と した ．

　その 成績は 図 1の よ
tl
） で あつ た ．す なわ ち緑膿

菌を普通寒天
’F板 に 塗沫 し殺菌灯 で照射す る とか

な りの 殺菌効果が出 現す るが （実験 A ），菌液に 浸

した ガ ーゼ を 同 じ条件 で 照射 した 場 合に は 殺菌効

果が 低下 した （実験 8 ）．

図 2　緑 膿菌殺 菌 効 果 に お よ ぼす 照射条件

a ）照 射周 辺部 の 影響

。蕊
厘　　液

・
lo2104io6

中央 周 辺 中奥 鵬辺 中央 周 辺 中央 周 辺

30 分 曹  ○0 （⊃0 ○ ○
1 時聞 需）0 ○ o ○○○ 0
9 時闘 ○○ ○○○○○○

b）影 に よ る彫響

原 　　液 Io21 び Io8稀釈

照射 時 影 照 影 照 影 照 彫 照

1時間 ｝．
、｝ JJ

．胴’

‘8，

：

【2，

：

1£ 1

）

注，図 巾 の 円 形 は 培養平板 を示 し， そ の 中 の 点 は

　 集 落，斜 線 の 部 分 ぽ 隔合 し た 集落を 示す．

　こ の 実験 で 図 2−a の よ うに 殺菌灯 の 影に な つ た

部分で は菌が増殖 した の で ，改 め て 図 2−b の よ う

に 影を作つ て 照射 した と こ ろ ，影の 部分で は 明 ら

か に 殺菌効果が 低
一
ドした ．

　 こ れ らの 成績は ，保育器 （特に湿度計附近） の

よ うに 高温 ， 多湿 の 環境 で は緑膿菌は 増殖 しやす

く，ま た 殺 菌灯照射で 影 に な りや すい 部分 で は 殺

菌効果がほ とん ど認め られな い こ とを証明 して い

る ，

　　　　　　　　　考　　案

　
一

般 に緑膿菌 の 疫学的検討に あた つ て は培養法

お よ び検体採取法 が重要 で あ り ， 例 えば 丸山 ら

は solari 培地 で 糞便中検 出率 56．6％ Cooke らは

cetrimide 含有培地 で 糞便中保有率25 ．0％ と報圭
1
幸

し て い る ．宮．者の NAC 寒天直援i塗沫法 に よ る 生

後 7 日ま で の 2 回培養 に よ る 検索 で は 糞便中陽

性率は 成熟児20 ．O％ ， 未熟児30．O％ 、全体 で 21．8

％、ま た 鼻咽 腔 で は 成 熟児 8 ，3％ ， 未熟児25 ．0

％ ，全体で 11．7％で あつ た ．

　 新生 児に 緑膿菌が陽性 て あ つ た と し て も，こ れ

は 直接感染症に 結び つ くもの で は な い ．上 述 した

陽性率の 状況 ドで 感染症 の 出現をみ る と ， 患児を

収容す る機会の 多い 小児科領域 に 比 べ て 重症緑膿

菌感染症 の 頻度は さ して 匿叙 な い ，そ れ は産科 に

お け る新牛児蜜収容児 の 大部分 が 自己施設で 分娩

した 止 常児 で あ る た め 尿路感染症 ，全身皮膚膿痂

疹 ，臍炎，外 目二道 炎，結膜 炎な ど の 表在性感染症

が 大部分だ か らで あ る ．しか し菌が 検出 さ れる程

度は その ま ま汚染 の 程度 を も表わす バ ロ メ ータ
ー

と し て重要 な意味を もつ て い る こ とは い うま で も

な い ．

　新生児 に お げ る緑膿菌感染源 と し て ぱ 偲体 と環

境材料 とが考 え られ る ．母体 を介 して の 感染 は

古 くか ら　Gaucheraud　＆　Pigeaucl （1928），
　 Allin

（1941），
Kraus ＆ Hunter （1941），　Nicora ＆ Sanna

（1952），Kortc （1955），　Stough＆ Shinner（1956），

1（ohn 　（1957），　Pennisi　ct　aL 　（1955）　ら i’こ よ 曽）
v
〔

報告 さ れ
．C い る が ，化学療法が 普及 し ， 母性衛生

管理 が 徹底 した．今日 で は む し ろ環境材料 を介 して

の 汚染が 重視さ れ て お り J
マ ス ク ，吸 引器，蘇生

器 （K ・e ・ky）， 蘇生器 ，吸 引器 （Bassett）， 沐浴槽

（Cooke ），搾乳器（Thom ）， ス ポ ン ジ ，流 し等 の 水

系（丸由 ）をは じめ と し て 医療器 上製を中心 とする環

境材料か らの 感染が諸家に よ り報告 され て い る ．

　著者他は す で に 分娩時母 体か ら の 緑膿菌分離状

況を検索 して i） 腟 で は 1．5％ と 低率 で あ り，

ii） 前 早期破水例に お ける羊水か δ の 緑膿菌分離

率は 3．7％ で あ り ，
iii）破水 後 2 週 〜 1 ヵ 月以 h

経 過 した例で も必ず し も緑膿菌は 検 出され な い と

い う成 績か ら，母体 の 緑膿菌分離状況が 直接新生

児緑膿菌陽性率に 大 きな影響を及 ぼ す とは考え ら

れず ，ま た iv） 新生児出生 直後は 緑膿菌は 検出 さ

れ ず，＊E　H 的に 漸増傾向を示す こ と ，v ）新生 児
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に 対 して 比 較的頻繁に 用 い られ る医療器具や 保育

器に 緑膿菌が検 出される こ とか ら環境を介 して の

感染 の 頻度が 高い こ とを報告 し て きた ．し か し環

境 ， 母体 ， 新生児相互 間の 緑膿菌の 移行に つ い て

の 適確な証明は 未だ な され て い な い ．

　わ が 国に お け る緑膿菌の 疫学的検索法 と して は

血清型別法 （本閭）が あ り，そ の 基礎医学的検討

成 績は 数多 く発表され て い る ．著者は こ の 血 清型

別法を用 い て 昭和46年 3 月〜同48年 2 月 まで の 2

年 間に わ た り， 新生児 な らび に 環境材料を中心 に

緑膿菌 を検索 した 結果 ， 血 清型別頻度は 5 型40 ．0

％， 8 型29．1％ ，次 い で 7 ， 9 型 ， 工， 3 ，
12型

の 順で あつ た ．こ れ を ほ ぼ同時期 （昭和47年 10月

〜同48年 6 月）に 小栗他が 当院全 体で 検索 した分

離株の 型別成績 と比較する と，小栗他は 5 型 17．9

％ ， 8型 9．5％ ， 1 型 7．7％，次 い で 10， 9 型の

順に 検出されて お り， 型別不 能株を の ぞけばや は

り 5 型が最 も多 く ， 次 い で 8 型 の 順 で あ つ た ，ま

た 本間他が 6 ヵ 所 の 病院分離株を型別 した成績で

も 619例 中 ，5 型 221 株， 8 型62株 ，10型33株，

7 型32株， 1型31株 ，9 型24株で あ り ， 5 型が最

も多 く8 型が こ れ に 次 い で い た ．

　著者の 新生児 に つ い て の 検討 で も， i） 5 ， 8

型を保有す る児が 多数発見 され たが こ れ も院 内感

染が存在す る 可能性が濃厚で ある こ と を示唆 し て

い る ．しか し母体か らも 5 ， 8 型が分離 され た ．

ii） 検出頻度が比較的まれで ある血清型別株が児

と環境材料 と の 両方か ら検出された ときに は ，両

者 の 間 に密接な感染経路がある だ ろ うと推定 し得

る が ，こ れ に 対 し同一血 清型別株が 多数出現 した

ときに は感染経路の追求が困難で ある．iii）緑膿

菌 の 腸管内定着な どを血清型別 の み で 経 日的に 追

跡す る際 に 途中 で tfiL清型が 変つ た と きに は型 の 変

異 な の か ，蒲 の交代 な の か の 鑑別が 困難 であつ

た ．以上 3 つ の 理 由に よ り個 々 の 感染症例に 遭遇

した際 に そ の 感染経路を追求す る に あた つ て は lflL

清型別 の み で は な お 十分的確 で ある と は い い 難

い ．そ こ で ピ オ シ ソ 型別 ，フ ァ
ージ 型 別 な ど の 併

用 も考慮され て は い る が ， 未だ臨床応用 の 段 階に

は 至 つ て い な い ．そ こ で 著者は CL
，
　 PL −B

，
　 GM

，

DKB ，
　 TOB

，
　 SM

，
　 KM

，
　 CB ・PC

，
　 SB −PC に よる抗

生剤感受性試験を血清型別株に 施行 した ．その 結

果 CL
，
　SM

，
　 KM

，
　 CB −PC

，
　 SB−PC で は 同一

血清

型で あ つ て もそれぞれ感受性が異な る こ と ， 特 に

sM で は ユ2 ．5μg！m1 と 40Dgeg／ml 以上 とに ピ ー ク

の ある 二 峰性を示 す こ とを 認め た ．さ らに こ れ ら

の 傾向が再現 し得る か 否 か を 実験 し た 結果 CL
，

KM
，
　CB −PC

，
　SB −PC で は 一

段 階程度の 差 しか な

い の に 対 し SM で は 2 〜 3 段階の 感受性差が 出現

する こ とを認 め た ．そ こ で 血清型別に SM 感受性

を併用 し て ，児 ，母体 ，環境材料間 の 相互移行 ，

それ に もとつ く対策法を 検討 した ． なお ， 石 山

他 ， 佐竹他 は SM 感受性株の 頻度が F．昇 し つ つ あ

る こ と ， また 小栗他 ，藤田他 は SM の MIC は

12．5〜25μg！ml と 400psg！ml 　J．！上 とに ピ ーク を も

つ 二 峰性分布を示 し て い る こ とをす で に 報告し て

い る ．

　籌者が行 つ た 」fiL清型別 と抗生剤感受性試験 の 併

用 に よ る と ， 従来 よ りさらに 細分化 され た 感染経

路 の 追求が 可能で あ る と と ， 院内感染に お い て環

境材料 と児 の 相互 移行が最 も重要 な こ とが実証 さ

れ た ．さ らに 感染防止対策上 こ の 方法は きわ め て

有力な疫学的検査法で あ る こ とも各症例 に つ い て

証明 され ，良好な防止 対策効果を あげ得た ．

　新生児室の 汚染防 止対策 と し て 丸山は ，
i ）乾

燥法を 原則 とす る ．ii）水道管，ス ポ ン ジ ， 手洗

い ブ ラ シ な ど水道流 し場系に 十分注意す る ．iii）

調乳室を新生児病棟 よ り分 1雛する ．iv）新生児室

内で 用 い る リ ネ ン 類，衣料品は外部で再生 し，滅

菌ず み の もの の み病棟内に 入れ る 、 v ）沐浴槽の

乾燥に 留意 し ， 用 い る タ オ ル ，
ス ポ ン ジ な どは

一

乳児一
式とす るな どを と りあげて い る ．

　著者は感染児に用 い た器具 は使 い すて に す る

か ，使い す て 不能器具は 消毒を厳重 に する と い う

こ との ほ か に ， 感染児 の 隔離を と りあげた ．

　感染児の 発見法 と し て は ， 未熟児 ，抗生剤使用

児 ， 保育器収容児に 陽性 率が高い こ とか ら，こ れ

らの 児 の 糞便培養を定期的に 行い ，糞便 に緑膿 菌

が検出 された も の に つ い て は さ らに 鼻咽腔 ， 結

膜，外耳道 ，臍断端 ， 皮膚な ど表在性 の 部位か ら
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の 培養を行 うべ きで あ る ．そ して こ れ らの 部位 か

らも緑膿菌が 分離 され た 児は 新た な感染源 とな る

可能性が高 い の で 隔離すべ きで ある．

　 こ れ らの 児を i）隔離 しな い 場 含 ，
ii） 同室．

隔離 と した 場合，iii）別 室 ，隔離 とした 場 合 ，そ

れ ぞれに お ける汚染 ・感染の 様式を血清型別 ，抗

生剤感受性試験に よ り検索 した 結果 ， 非隔離 の 場

合 に は 感染児周囲 に 種 々 の 型別株が ば らば らに 出

現 し て い る の に 対 し，隔離 した場合に は 隔離内外

に 菌型 の 分離が み られ ，別室 ，隔離で は 完全な菌

型 の 分離，同室，隔離で もある程度 の 菌型 の 分離

が み られ た ．こ の こ と は緑隈菌感染が 空気を介 し

て 成立す る も の で な く，水 系や 器具な どを 介 して

行われる こ とを示 して い る ．感染児が隔離さ れ る

こ とな く新生児室に 入室 した 場 合 な ど を の ぞ ぎ，

新生 児室に お い て は ICU な どと異 な り空中蔭
’
下

菌中に 緑膿菌を証明する こ とは ぎわ め て ま れ で あ

り ， 著者 の 行 つ た 度重 な る落
一
ド菌試験に

」
賦 ・ て も

緑膿菌は検出され なか つ た ，

　 また ， 新生児 ， 環境材料に 対策を行 つ た 後 で

も，保育器 に お け る検出頻度は 高 く，保育器 が 一

つ の 重要な感染源 とな つ て い る こ とが 判明 した ．

　保育舞 殺菌灯 の 効果は 紫外線 と オ ゾ ン に よ る も

の で あ り，オ ゾ ソ の み で 大腸菌 ，ブ ド ウ球菌，カ

ン ジダな どに 対 し て は 殺菌効果が あ り，殺菌率ぱ

95〜100％ で あるが （国立衛生試験所 ，1960 ，7
，

12）緑膿菌 の 場合に は ， 殺歯灯照射 の 陰影部 ，お

よび湿潤 して い る部分で は殺菌効果が認め られ な

い こ とが 今回 の 実験 で 明 らか に され ，こ の 方面 へ

の
．1分 な注意が肝要で ある ．保 育器に対 し て は 他

の 消毒法 ， た とえぼ 1％逆性石鹸に よ る清拭 と，

非使用時に お け る 乾燥の 保持が防止対策 E重要で

ある こ とを知 り得た ．

　稿 を 終 る に 当 り，御指 導 御校 閲 い た だ い た 古 谷 博 教

授 に 深甚 な る 謝意 を表 す と と もに ，水 野 重 光 前 教授，

臨床病 理 学 教室 小 酒 井 　望 教 授 ，ま た 終 姫 直接 御 指 導 を

い た だ い た 高 田 道 夫助教授 に 深謝 し ま す．

　 な お 本 論文 の 要 旨 焦 第24回， 25回 L1本産 科 婦 人 科 学

会 総 会 学 術 講 演 会 に お い て 発表 し た．

　　　　　　　　 文　　献

藤 田 晃三 ，古 山正 之 ，児玉 　進，村 山隆志，滝本昌

　俊 ，吉 岡 　一一（1974） ：感染症学誌，48，57．
古谷 　博，高 田 道 夫 ，久保田武 美 （1974） ： ロ医 事

　新幸匿，　2633，　9．

本間 　遜 ，金 　桂守，伊藤 昌子 ，山 田紘 子 ，塩 野 谷

　 博，河 部 　靖 （1970） ： 日 綱 菌学 誌，25，379．

石山俊治，藤井良 知 ，北 本　治，河 盛 勇 造 ，桑 原章

　 吾 ，真柄 正 直 ，真 下 啓 明 ，三 国 政 吉 ，三 橋 　進 ，

　中村正 夫，大 久保　滉 ，大越 正 秋 ，柴 田 清人 ，盧羽

　弥右衛門，上 田 　泰，吉利　和 〔1969）；Chemo −

　 therapy
，　17，42．

丸 山静男 ，滝 本昌俊，末広忠雄，河村　菘，岩 田都

　 之 ，小 野 　宏，村 山隆志 ， 吉 岡 　一 （1971） ： 口

　新生 ♪己会 乱誉，　7，　146．

丸 山静男 （⊥972） ： 日 新 生 児 会 誌，8、28．

小粟豊子 ，小 酒井　望 （1971）： Jap．　 J．　 Antibioi：．，
　 24，121．

小 粟 豊子 ，設 楽政次，木村雅英，小 酒井　 望 （】974）；

　 第 8回 緑 膿菌研 究会抄録集，58，
佐竹良 夫 ，吉岡　一・，古山正 之 ，村山隆志，上 田 京

　 子 ，奥 平 紀 子 ，林 浪 子 ，新田 克明，佐 藤 清

　（1970）　： Chemotherapy，⊥8，＆15．

高 田 道夫 ，久保田 武美 （197の 二産 婦 の 世 界，26，
　 873．
β α ∬ 磁 ρ．（∴ノ，，7

’
ltoi’ni」．roll，S．A ．3．　tV ’td　1’ a．ge，　B ．〔196i））：

　 Lancet
，
1．781．

C加 ん8
，

E ，M
り

Sltootex
，
　 i〜．・d．

，
　 O ’Fa｝v

’
eU ，　 S．M ，　 and

　 IVfart ・in，0 ．k ．　（1970）；　　Laucet ，
2

，　疋046．

Fo　rkner ，　 E．C．（19．　E，〔））：　 PseudDmol ユas 　 Aeruginosa

　 Ir1一fbctions，ヰ7，　 GR 〔jNE ＆ STRATTON
，
　New

　 York 　 and 　Londort．
1（r6∫砂，β．（1964

・
）：　Am ．．T．　 Dis．　 Child，、10フ，363．

’
1
”
ltom

，
　A ．R ．

，
　Cole、　A ．P．　 ai

’
td　IIV’atrasiett．：’icz，　K ．〔19

　

”
fO）：

　 Lancet
，
1

，
5〔jo．

　 　 　 　 　 　 　 （No ．　2998　9召　50 ・　⊥⊥　晒上1受 イ・j層）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


